






















































して、道元禅師様の書かれた『正法眼蔵』の中に「洗面」という所があって、これに基づいて、出来た歯学部であるという事です。これは「報恩行持」と同じように、実際に歯を磨 たり、顔を洗ったりする事が仏の行であるということに基づいてつくら たという事でございます。私共の鶴見大学歯学部は一九七〇年に曹洞宗大本山総持寺開祖瑩山禅師の六五〇年大遠忌を記念して、鶴見女子大学歯学部として発足致しました。初代の歯学部長は長尾優先生とおっしゃいます。この先生は昭和二十年、つまり太平洋戦争直後ですけれども、一九四五年から十年以上東京医科歯科大学の学長をやられて、引退された後にしばらくして、私共の初代歯学部長となられました。当時は私共の鶴見大学はたった一つの女子大学でございまし 。これは、先ほど一番最初 短大、それか 中・高のお話しの中にありましたが、本来は女子教育の場とし 大学はつくら たの す。　
このスライド（図
4）は、私共の歯学部の創立十周年記念誌から引用しています。長尾優先生は創立の中心を担う
に当たって、 「諾も否も、一度本山の責任者である禅師住職に直接お会いして、そ 覚悟のほどが知 たい」とおっしゃって、当時の岩 禅師様にお会いしたそうでございます　
岩本禅師様は歯学部創設の大発起人として、第一に歯科衛生に関することが道元禅師様の『正法眼蔵』 『洗面陀羅





























たので、歯学部でも標語にしようという事 ました。今から、三年前に私が歯学部長を拝命させていただいた時から、 これを薦めてきたわけです。 「感謝を忘れず
　
真人となる」が人気投票で選ばれたのですが、 申し訳ないのですが、













図 6.1970 年鶴見女子大学歯学部開設当時の 2 号館。手前が旧短大校舎及び三松幼稚園の建物
図 8. 現在まで引き継がれた校章（左図）と現在のロゴマーク（右図）
図 7. 現在の鶴見大学歯学部附属病院は図５，６の三松幼稚園の跡地を中心に建設された。病院棟




























では、オレンジ色（グレー）にしました。二番目の医療人としての人格を形成する。三番目の国際的に活躍できる人になる。四番目の幅広い教養を身につけた人になる。五番目の問題点を発見して解決する能力を持 人にな オレンジ色にしま た は、今日はネクタイもオレンジ色ですが、うちの大学のスクールカラーがオレンジだからです。　「報恩行持」にちょうどこれが一致するところは、一番目の創造性に富む総合的な歯科医療を実践して、地域医療に貢献する人。コミュニケーション力に優れ、他者を思いやる心を忘れない人。この二つは正しく「報恩行持」であろうと思っています こうして、私共が実際に学生さん達に教育が出来 るのは、私共、歯学部附属病院に来院して下さっている、地域 患者さん達 おかげです。患者さんが居なければ医療は成り立 ません。 ラ
図 11. 歯学部の教育理念の朗読 ( 入学時医療人間科学特別研修 )
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図 12 ① . 歯学部の教育理念と建学の精神の大覚円成との繋がり






さん 来院数、横軸が年です。本学附属病院の患者さんの来院数は私立では全国で一番か二番。公立を入れましても、二番か三番と う風にたくさん患者さんに来ていただいています。本当 心から感謝を申し上げたいと思っています。おかげ様で学生達は、 っかりとした患者さんの診療を学ぶことが出 ます。学生達に実際の患者さんを診ることにありがたみを感じますかと聞きますと、
85％が「はい」と答えますし、ここに（図
15）書きまし
たように、患者さんから治療に対して非常 感謝されことがある人もいます。臨床実習で患者さんと触れ合たこの一年は人生の宝と申す学生もいます。学生達も患者さんに感謝しています。そし 、鶴見大学でよかったという。もう一つは患者 と離れることが寂しいといっている学生 います。ただ 学生は一生懸命やってますけど、患者さんがとても不安ではいけませんので、患者さんのお声をお聞き致しました。 （図
16） 学生の
図 13. 鶴見大学歯学部附属病院．1 日 850 〜 1,000 名を超える患者さんが来院される地域医療の拠点病院。
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ですけれども、こういった物がたくさん売っているくらい、ヒポクラテスはギリシャでは愛されているのです。私共の大学にも、今日もいらっしゃっております関根名誉教授が持ってこられた「ヒポクラテスの木」がございます。大学附属病院の前の道をずっと歩いていますと、右手のちょうど電柱があるところに「ヒポクラテスの木」があって、今はここにこの写真 ように生えて ます。 （図
20） 本年度中には、これに立派なプレートをつけて説明ができるよ
うにして、場所を移すという予定です。来年度くらいには、 「ヒポクラテスの木」の前で、みんなで「ヒポクラテスの誓い」をやりたいなと思っています。　「ヒポクラテスの誓い」と言いますのは、非常に有名で、皆様も御存じだと思いますけれども、これは医療倫理の根幹を成す患者の生命、健康保護 思想、患者のプライバシーといったものを含んでいますが、自己犠牲献身を謳っているわけではありません。小川鼎三先生の元の「ヒポクラテスの誓 」の全文訳では、五番の「いかなる患家を訪れるときもそれはただ病者を利益するためであり あ ゆる勝手な戯れや堕落 行 を避ける。女と男、自由人と奴隷のちがいを考慮しない。 」大昔の時代、奴隷と普通 人を区別しません 言 は、医療のみでございます。これは私共もとって、非常に重要だと思っていま 。　ジュネーブ宣言に戻りますと、 「医療専門職の一員として任を得るにあたり、 私は人類への貢献」 、 これは「報恩行持」













尾優先生がご逝去されて、その年の後半から、石川尭雄先生が二代目の歯学部長になられ、私は十一代目です。長尾 は、一九四五年から一九六一年という非常に長期にわたって、東京医科歯科大学の学長をされていました。鶴見大学に着かれたときは八十三歳という御高齢でした。この時に長尾先生が、私共の歯学部開設の精神して残された が、 「惠愛を敦くし、以って醫 心と爲す」というお言葉です。 （図
21） 「惠愛を敦くして、以って醫
の心 爲す」は「大覚円成
　
報恩行持」とまさしくつなが
る言葉と思いますし、
木村学長が現代に訳された「感謝のこころ
　
育んで
　
いのち輝く
　
人となる」も一つの路でつながっている言葉だと
思います。医療人教育にも適した建学 精神と歯学部開設の精神を残していただいた先人に心から感謝し、この二つの精神を持って教育理念を体現する歯科医師を育成してまいりたい 思います。　
皆様、ご清聴ありがとうございました。
